東北学生バドミントン連盟　組み合わせ基準

1. 現行の公益財団法人日本バドミントン協会大会運営規程に準拠し、前年度の大会結果によりシードを抽出する。尚、シードを抽出する際ポイント制で行う。ポイントの配点は下記の通りになる。

	前年度の順位
	ポイント

	第1位
	5点

	第2位
	4点

	ベスト4
	3点

	ベスト8
	2点

	ベスト16
	1点



3～4位順位決定戦を行った場合　　　　　　　　　　5～8位順位決定戦を行った場合
	前年度の順位
	ポイント

	第3位
	3.1点

	第4位
	3.0点


	前年度の順位
	ポイント

	第5位
	2.3点

	第6位
	2.2点

	第7位
	2.1点

	第8位
	2.0点




　
2. 【ダブルスの場合】：次の①～⑤の手順により1～8（※16）までシードする。
・前年度試合結果に基づき上記表でポイントを計算する。
・1人にポイントが与えられる。パートナーと2人の合計点がダブルス1組のポイントになる。
・前年度と同じ組で参加している組は、2人合計のポイントから更に1点加点する。
・ポイントが無い場合は、前年度試合結果ランキングを参考にしてシードする
（ソフトデータ；全順位表）。
　　・同ポイントの場合：
1) 前年度と同じ組が優先される
2) ペアの前年度順位平均値の低い順、但し、一方の順位が無い場合は下位に繰り下げ、他方の順位の低い順
3) 同一大学の場合は学内ランキングの高い順

1 1～2シードは、前年度本大会のポイントランキング2位以内によりシードする。
2 3～8シードは、前年度開催の全日本学生バドミントン選手権大会のランキング32位以内、次に東日本学生バドミントン選手権大会のランキング32位以内をランキングによりシードする。同一ランキングの場合は抽選による。
3 以上で埋まらない8（16）シードは、前年度本大会のポイントランキング4位以内、8位以内をそれぞれ抽選によりシードする。
4 埋まらないシードは、それぞれ下位のシードから繰り上げる。
5 シードが埋まらない場合はそのままにし、自動シャッフルをかけて、組み合わせ検査にかける。

3. 【シングルスの場合】：次の①～⑤手順により1～8（※16）までシードする。
・前年度試合結果に基づき上記表でポイントを計算する。
・ポイントが無い場合は、前年度試合結果ランキングを参考にしてシードする
（ソフトデータ；全順位表）。
・同ポイントの場合
1) 前年度の対戦敗者相手のランキング
2) 同一大学の場合は学内ランキングの高い順

1 1～2シードは、前年度本大会のポイントランキング2位以内によりシードする。
2 3～8シードは、前年度開催の全日本学生バドミントン選手権大会のランキング32位以内、次に東日本学生バドミントン選手権大会のランキング32位以内をランキングによりシードする。同一ランキングの場合は抽選による。
3 以上で埋まらない8（16）シードは、前年度本大会のポイントランキング4位以内、8位以内をそれぞれ抽選によりシードする。
4 埋まらないシードは、それぞれ下位のシードから繰り上げる。
5 シードが埋まらない場合はそのままにし、自動シャッフルをかけて、組み合わせ検査にかける。

4. 【団体戦の場合】：
　・前年度リーグ戦及び入れ替え戦の結果により対戦表を決定する。

注意事項
1 参加人数により、8シードまたは16シードにする。
2 大学の1番手は1~4シードのパックに入れない（1人・1組参加の場合は除く）。
3 シングルスでは、ダブルスのパートナーと2分の1の山に分かれるようにする（但し参加者数が多い場合は4分の1の山に分かれるようにすることがある）。
★シード決めにより、選手の移動があるので、シード選手は確認すること。
4 前年度と同一1回戦の対戦を避ける（ソフト；１回戦同一対戦回避）。
5 同一大学（可能ならば同一県内大学）同士の1回戦の対戦はできうる限り避ける。
6 各大学のバランスを考慮して、ポイントが零もしくはポイントが低い下位のシード及び16シード以外で移動する場合がある。
　★この場合、できうる限り同一大学内で移動する。
7 大学内ランキングは、上記基準及び特別な場合を除き、原則としてシード決め並びに組み合わせには考慮しない（理由：参加各大学間の競技レベルが同等である保証がないため）。
8 ポイント制でシードが埋めきれなかった場合は、自動シャッフルをかける。
9 地域・県・大学のバランスを見る。
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